


 

 

 

有機マーカーの濃度変動 

ジカルボン酸類は、PM2.5 質量濃度とは

異なる変動をしています。ジカルボン酸類

が川越局で特に高濃度になった 10 月 23 日

と、その前後を合わせての 21 日から 24 日

の空気塊が、どこから来たのかを調べまし

た（図 4）。22 日と 23 日は、中国北部上

空を通過してきているのに対して、21 日と

24 日は、日本や朝鮮半島上空付近を旋回す

るような動きを示しています。また、当時

の天気は、移動性高気圧が日本上空を通過

しており（図 5）、さらに、尾鷲付近と比

較して川越付近は

日照時間が長くな

っています。川越局

では原因物質が西

からやってきて、天

気が良く、二次生成

の条件がそろって

いた可能性が示さ

れました。 

 今後も県民の皆

様のために、大気環境の推進に寄与してい

きたいと考えております。 

 

 

 

 

 

図 2 PM2.5質量の濃度変化（2015 年度） 

－編集委員会から－ 

みえ保環研ニュースについて、ご意見・ご質問等がございましたら下記までお寄せください。 

三重県保健環境研究所 

  〒512-1211 三重県四日市市桜町3684－11  TEL 059-329-3800 FAX 059-329-3004 

  E-ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ hokan@pref.mie.jp ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ  http://www.pref.mie.lg.jp/hokan/hp/index.htm 

  三重県感染症情報センターホームページ   http://www.kenkou.pref.mie.jp/ 

 

 

春季 夏季 秋季 冬季 

図 3 ジカルボン酸類の濃度変化（2015 年度） 
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10 月 21 日 10 月 22 日 

図 4 10 月 21 日から 24 日までの後方流跡線解析（赤：川越局、青：尾鷲局） 

(NOAA:http://www.arl.noaa.gov/HYSPLIT_pubs.php から作成、時間は+9 時間で日本時間） 

10 月 23 日 10 月 24 日 

図 5 10 月 23 日の天気図 


